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橋をつなごう

公民連携による地域のにぎわいづくり・活性化
～用途廃止等の公共施設を民間の資金・ノウハウで有効活用～

 公共施設の⽤途廃⽌等により低未利⽤となった市有⼟地建物について、市の増収対策及び、⺠間の
資⾦・ノウハウを活⽤し、地域のにぎわいづくりや活性化に資することを⽬的に、公募型プロポーザ
ルによる売却や施設運営の⾒直しを進めております。
 これまでに売却等を⾏った物件について、現在の活⽤状況をお知らせします。

令和 3 年 7 ⽉  サラヤ（株）へ 2,055 万円で売却
※新型コロナウイルス感染症の拡⼤やウクライナ侵攻以後
 の急激な円安、建築資材の⾼騰、納期遅延等の影響から、
 令和５年 2 ⽉に営業開始期限の１年間延⻑（令和 6 年 7
 ⽉）を承認

旧⽥井⾃然教育活⽤センター（旧⽥井分校）
 → オーベルジュを開業予定〔令和6年7⽉までに〕1

令和２年 3 ⽉  ⾦下建設（株）へ 1,167 万円で売却
令和５年３⽉  ⼯事着⼿

旧公設市場
 → 回転寿司等を開業予定〔令和６年3⽉までに〕 ３

令和 3 年 10 ⽉  （株）にしがきが施設の運営を開始
           （施設利⽤料（10 年総額）6,320 万円）

⽥井宮津ヨットハーバー
 → グランピングやBBQ施設を新設２

令和 3 年２⽉  サラヤ（株）へ 3,000 万円で売却
令和 4 年 12 ⽉  パン販売、カフェを開業
令和 5 年 1 ⽉  物販を開業

旧⾼齢者ふれあい交流施設
→京街道グルメ館（物販、パン、カフェ）を開業４
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広 告  ※広告内容など市が推奨するものではありません。
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宮津市廃棄物減量等推進審議会

 廃棄物の減量資源化等について審議するた
め、⾃治連合会代表者、商⼯・観光関連団体
代表者、学識経験者等 15 名の委員で構成す
る審議会を設置しています。
 審議会は今年度に全体会 4 回、資源循環検
討部会 2 回、し尿⼿数料検討部会 2 回を実
施し、委員の皆様に議論いただいています。

宮津市廃棄物減量等推進審議会とは

【令和４年度の審議内容・結果】
宮津市プラスチック等資源循環の促進等に関する
条例の制定について
⇒審議会での議論・答申を経て、12 ⽉議会で議決、
 令和５年 1 ⽉ 1 ⽇から新条例が施⾏されました。

1

2 宮津市廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例
の⼀部改正について
⇒審議会での議論・答申を経て、３⽉議会に条例改
正案を提案

3 し尿処理⼿数料の⾒直しについて
⇒より深く議論する必要があるため、令和５年度も
引き続き審議

なぜ条例が必要︖

宮津市プラスチック等資源循環の促進等に関する条例1

豊かな⾃然環境を次世代に引き継ぐために、ごみの排出量を減
らし、プラスチックをはじめとする様々な資源の循環に取り組
む必要があります。

どのような条例︖
宮津市、市⺠、事業者、観光旅⾏者等のそ
れぞれが協⼒して資源循環の促進に取り組
むことを⽬指す理念条例です。

し尿処理⼿数料の⾒直しについて3

⾒直し検討の背景
 市⺠⽣活の基盤となる⽔環境の保全や公衆
衛⽣を確保するためには、将来にわたり⽣活
排⽔処理を適正に⾏う必要があります。
 こうした中、⼈⼝減少や下⽔道の普及によ
るし尿処理量の減少という時代の変化に適応
し、将来にわたり安定した⾏政サービス（し
尿処理）を提供するため、現状を踏まえた適
正な受益者負担のあり⽅の検討が必要となっ
ています。

審議会での主な意⾒
▶前回の⼿数料⾒直しから 10 年が経過する
 が、10 年後の将来⾒通しも踏まえ、⼤きな
 視点で議論すべき。
▶料⾦⾒直しの必要性について、市⺠の皆さ
 んからの理解が得られることが⼤切。
▶環境負荷を少なくということで、「海のきれ
 いな宮津」など環境保全の観点からも考え
 る必要がある。
▶合併処理浄化槽についても市⺠は⼤きな負
 担をされている。⽔洗化に前向きになれる
 ような市の施策も必要。
▶下⽔道、し尿処理事業のそれぞれの事業損
 益の分析が必要。
▶市全体の受益者負担の適正化の⽅針につい
 て情報を共有し検討していく必要がある。

の実施

令和5年度も継続して審議し、
さらに議論を深めます。

環境衛⽣係 45 - 1617

▲詳しい内容はこちら

宮津市廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例の⼀部改正（案）２

⼀部改正の趣旨・⽬的（３⽉議会提案中）

 廃棄物の減量化等のため、観光旅⾏者等にも責務を求めてい
くとともに、⾷品ロス削減に向け取り組みを推進するため、条
例を⼀部改正するものです。
 また、宮津与謝クリーンセンターの稼働により⼤型ごみを施
設に直接搬⼊する⽅が増え、需要が減少したことから、⼤型ご
みの個別収集を廃⽌するものです。

審議会の答申（要約）
【観光旅⾏者等の責務の規定の追加】
・観光旅⾏者等にもごみ減量化等への協⼒を求めることが重要。
  啓発の⽅法に⼯夫すること。

【⾷品ロス削減の規定の追加】
・⽣産や処理で発⽣する⼆酸化炭素等の削減のため、取り組み 
  の推進が必要。
・スローガンの発信や成果の公表、学校・企業・地域との連携
  等により、市⺠等の⾃主的な取り組みを促すこと。

【⼤型ごみ個別収集の廃⽌】
・⾼齢者等の⽀援が必要な⽅に対し、代替の収集⽅法を適切に
  確保すること。
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